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平
成
二
十
六
年
四
月
十
五
日 

 

編
集 

逗
子
市
環
境
都
市
部
ま
ち
づ
く
り
課 

 

協
力 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
逗
子
の
文
化
を
つ
な
ぎ
広
め
深
め
る
会 

 

募
集 

逗
子
の
景
観
ス
ケ
ッ
チ
や
六
百
字
以
内
の
景
観
に

関
す
る
コ
ラ
ム
等
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

 
 

「
逗
子
の
空
気
」 

 

横
須
賀
線
に
乗
っ
て
、
東
京
方
面
か
ら
大
船
を
過
ぎ
て

北
鎌
倉
に
着
く
あ
た
り
か
ら
電
車
の
音
と
何
か
空
気
が

変
わ
っ
て
く
る
と
感
じ
る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。 

 

 

ち
ぎ
り
絵 

「
小
坪
の
夕
焼
け
」 

森
田 

美
智
子 

ちぎり絵 「逗子仲町橋付近」  森田 美智子 

※
Ｓ
Ｕ
Ｐ
（
ス
タ
ン
ド
ア
ッ
プ
パ
ド
ル
ボ
ー
ド
）
と
は
、
ボ
ー
ド

に
立
っ
て
パ
ド
ル
で
漕
ぐ
水
上
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。 

※
杉
浦
さ
ん
の
「
桜
＋
Ｓ
Ｕ
Ｐ
＝
現
代
の
花
見
」
は
逗
子
ス
テ
キ

発
見
!!
景
観
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
で
第
２
期
期
間
賞
に
選
ば
れ

ま
し
た
。 

写
真
は
ま
ち
づ
く
り
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
他
、
瓦
版
第
１７
号

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

ホ
ッ
と
す
る
ん
で
す
。
逗
子
駅
に
着
い
て
改
札
を
通
り
、

水
道
路
を
通
っ
て
自
宅
ま
で
。
生
ま
れ
て
か
ら
ず
っ
と
こ

の
逗
子
の
空
気
を
感
じ
て
い
ま
す
。 

 

昨
年
「
逗
子
景
観
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
企
画
が
あ

り
、
い
つ
も
は
車
や
自
転
車
で
せ
か
せ
か
動
き
ま
わ
っ
て

い
ま
し
た
が
、
カ
メ
ラ
片
手
に
逗
子
界
隈
を
ウ
ロ
ウ
ロ
休

み
の
度
に
歩
き
回
り
ま
し
た
。
小
坪
の
夕
焼
け
、
逗
子
海

岸
か
ら
の
富
士
山
、
東
逗
子
の
海
宝
院
、
神
武
寺
な
ど
小

さ
い
こ
ろ
印
象
に
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
ブ
ラ
ブ
ラ
し
て

パ
チ
リ
。
で
も
何
か
こ
う
強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
写

真
は
撮
れ
な
い
か
と
考
え
て
い
る
う
ち
に
、
そ
う
だ
逗
子

っ
て
そ
の
強
烈
さ
の
な
い
と
こ
ろ
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
の

か
な
っ
て
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。 

 

今
回
「
期
間
賞
」
に
選
ん
で
い
た
だ
い
た
仲
町
橋
の
桜

を
題
材
に
し
た
「
桜
＋
Ｓ
Ｕ
Ｐ
＝
現
代
の
花
見
」
も
自
分

で
選
ん
で
い
て
、
ホ
ッ
と
す
る
逗
子
の
空
気
が
表
現
で
き

て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
し
た
の
で
応
募
し
て
み
ま
し
た
。

赤
い
仲
町
橋
の
下
を
の
ん
び
り
と
Ｓ
Ｕ
Ｐ
が
通
り
抜
け
、

丁
度
桜
も
ほ
ど
ほ
ど
に
咲
い
て
い
て
、
い
か
に
も
逗
子
ら

し
い
時
間
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

逗
子
再
発
見
！
も
っ
と
、
ず
っ
と
す
ん
で
い
た
い
ホ
ッ

と
す
る
街
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
！
な
ん
て
思
っ
て
ば
か
り

じ
ゃ
ダ
メ
！
更
に
魅
力
ア
ッ
プ
す
る
た
め
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。 
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瓦版の編集担当は 逗子市環境都市部まちづくり課♪ 

電話：046-873-1111  FAX：046-873-4520  

Mail：machi@city.zushi.kanagawa.jp 

 

 

 

☆瓦版のバックナンバーは逗子市庁舎一階、まちづくり課窓口、 

市民交流センターに配架しています。他のナンバーも是非ご覧ください。 

 

 

3 月 21 日に春のまち歩きを実施し、総勢 32 名で路地、住宅街、ハイ

キングコース、歴史遺産を解説しながら約 6 キロの道のりを歩きました☆ 

逗子の景観まち歩きは、単に心地よい景勝ポイントを巡るだけでなく、

住宅街や路地にある良いところ悪いところ、開発問題などを解説します。

それらを考えながら歩くことで良好なまちを意識して保全したり作って

いくことの重要性を多くの人に気付いてもらえたらと思っています 

次回の開催をお楽しみに☆ 

逗子の景観まちづくり 検索 

クリック！ 

瓦版に掲載する 

逗子の景観コラム、 

イラスト募集中！！ 

 

逗逗子子のの景景観観をを考考ええるる  vvooll..３３  
市民と協働し、みんなで景観を考える本「まちなみデザイン逗子」を発行しました！！ 

  「「ままちちななみみデデザザイインン逗逗子子」」ににつついいてて    

みなさんは、「逗子の景観を保つ・向上させる」のは誰だと思いますか？そんなの市役所（行政）で

やるものだろうと考える人がほとんどではないでしょうか。確かに、行政の担う役割は大きなもので

す。しかし、私たちが日々目にする外の風景、家の周りの日常風景も景観に含まれるのです。近所を

歩いていて、庭に植えられた木や綺麗な花が咲く花壇を見て、素敵だな、ホッとするな、と思うこと

があるのではないでしょうか？ 

「景観」と聞くと難しいことのように感

じるかもしれませんが、実は、誰でもすぐ

に「景観」にかかわることが出来るのです。

自分ひとりでも素敵な景観をつくること

が出来る！そのヒントとなる例を「まちな

みデザイン逗子」に掲載しました。この冊

子の中にはすぐに始められるような取り

組みの例も載っており、読めばなるほど！

と思えるような内容になっています。 

そして、すでに市民の方が取り組まれて 

いる景観を向上させる活動の紹介、心地よい場所やみんなが集まる拠点の紹介等、生活に役立つ情

報が盛りだくさんです。 

「まちなみデザイン逗子」は、まちづくり課窓口で配布しています。どんなことが出来るのか、

まずは手にとってみませんか？ 

mailto:machi@city.zushi.kanagawa.jp
mailto:https://www.facebook.com/zushiscape

